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験等と棚倹つて獄兇中胃には湘化t・fk能の分化があるものならすやと考へる事が川來るo　帥1兎罹鰹

の螢光は消化管が分泌し、又は分泌せんとする消化液（各種酵素等を倉む）が部分的に湘逃す

るに備るか、或は鴻化吸牧により分解痩化せられたる欝養物質、の螢光の葬i異によるか、然ら

すんば中1馴芝膜和則琶肉腿の特殊螢光に隊1るかの執れかに1掃すべきものであらふo　拠にlll胃後部

が時としてその休腔側（血液但1）に黄色螢光物質の存在を示す事あゼ，は此の部が吸牧fil　i川とflサ

等かの關係があるらしく特に絹綜物質との關係がある様に諄怨められる。　此算の機能的分化の有

無又は螢光物質のrll來等は翻兇鴻化生理の研究L極めて璽要の問題であると僑する。而して蘭

記の如き螢光色相に關する種々の條件に就ては今後の研究に倹つべきものが多く研究を績けて

ゐるo　　　　　　　　（於　上田鷹紳専lll」1劃」定Feb．1　．1935）

蠶兒の發育並に性比に及ぼすX線

照射の影響に就て（豫報）

宮坂收

　　工　緒　　　言

　欝卵、慧兜にX線照射をなし、その渡育及び経過を調査せる響量験は從來数多くなされてゐる

が晋薪も亦随卵，鑓兇及び輔等にX線をll毛｛射し、その影響を覗、胤つ之より廃下せる卵を購化

せしめて倒育なしその護育、維逝並に雌雄の1ゴk比を調査した。而して完企ではないが精興味あ

る結果を得たので舷にその櫻略を報濡」するものである。

　　II．供試材料並に方法

　材料難は．t・確辮馴1コ墨校にて飼育せる離按105易馳用ひた。X線照射に空i穿つては次の如

き試纒鎚萱を設けブ～ごo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　1・一・齢rpX線照射賊　　　　2．二齢rl・tX線1蝦射麗　　　　3．三齢rlπX線照射臓

　4・四齢中x線照射1・慌　　　5・瓢齢中x線照射匿　　　　6，一二齢中x線照射1　達

　7・二三齢中X線照射廠　　　8．三llし1齢中X線照射1・1毘　　9．　1几阻齢中X繍照

　10・各齢眠巾X線照i置　　　　11．全齢X線照躬1・｛荒　　　　12．催llf中X線照身士直

　13，標　準　冨

　但し各甑供試獄敏300頭とす。

x線の照射は1日2回宛・1回の欄塒H臆5つ珊，x線椥ナにはクーリツヂ管蜘蛸L管

球ツイラメント加熟電流4aユnP・管E求電流6m・amP揮∫二次電購G8K・V．にして照射距離40c憩。

　　IIL試験成績
　　1，　磯育穿伏態

　幼虫時代の磯育纒過及び蝸時…代の縄過も、從來諸麟麿の研究結果と同様にして、幼最桑時代及

び卵の催膏期間等に方急て標準慨と薯しい盤異を認超）得ないのである。然し全齢照射匠のみは柔騨

準慨及び他の各匪のものに比較して髭譲休取著しく軽く、X線の影響の湿鐙だしきを見受けられた。

吹に各匿共察易に化輔する事を得たQ輔期の一bミ短に就ては標醐・1ヨ1と顯祥な諾i異は認めなv・が輔
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林の外槻に就ては既に勝木博士の認められた如く、照射量の多少により程度の頻異はあるが明

かにx線の影響が見られる。殊に輔のWi1摺の部分が博しくその獲育を傷鴇：抑止せられ、甚し

きは此の部分が異常に二腫れ上り内に遜明の液（休液）を満し水腫の如き槻を贔するにヨミる。此の

陣審の甚だしきは五齢期照射及命齢J！（｛射が最も署しく殆ど化蛾不能の欺態である。弼しノて　80

【－90％は蝋休のま曳艶死するに至つたo帥幼鵡時代のX線¢）影響は齢の進むに從ぴ、障筈も顯

著なる如く特に胸來Willg友るべき　、Sing　bUdの蔀づ｝に於て甚だしい。之はX継刺戟が己樗

にXX　in9・budのcellの’xt「1き幼悲細胞に影響大であるといふ事を語るものであるo

　次に蛾に於ては、全齢照射並に無鷲1明中照射li慌にはグ台ど交尾不能の蛾を多轍見lilしてゐる0

以下塵卯調盗放績をゴ∫ぐ3一とi次爽の通bである。
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上表に伽つて之を見ると艀化歩合に於ては照射1酬ぱ何れも不良（55－65％）にして僅かに2～3

齢及催青中照射慨棚多、く（「17～80％）、塗齢照射瞳は跡化卵が絶無であつた。次に死卵歩合は蚕

齢照射は81．5％の多きに擁し、3齢照射、5齢照射に多く4Ul　11｛？1は何れも標確1蓬起より多い。拘

不授精卵歩合は左まで著しくないが全齢照射の1副よ19．5％の多きに逮してゐる。

　狗ほ次に蜥期にX線を照SAd・した場合のものに就き雌雄何れがその影轡を受くる嚇大なるかを

知らんとして種々の交雑をなして此の關係を調査した。此の結果を示すと訳表の如くである。

il卿化齢1儲卿齢［卿齢陸難卵齢
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以ヒの調査によれぱ先づ卿化歩合を見るに　（前牛X前傘）のもの及び（発期×発期）のものが

不良の如く、催育死卵は（前牛×萌傘）、及び（無照射x発期）最も姦く（冷期｝ぜ無照射）が之

に次ぐ。死卵は何れも大叢なく標準麗に比して可・M多い。不槻精卵は（企期×～毎期）及び（蔚ノド

期×前4ミ期）に著しく多レ、様である。以f：を総括しで見るなれば（前Φ｝く前～ド）及び（奈期

X企期）の如く雌雄共X線照身寸せるものは各種調査ノ～k’績が不良であるは泡1像の如くである。鎮彙

照射の雌雄を以つて交尾なし1羅下せしめたる卵の各種」棄卵訓ぞ註成績は楕ゐ良となつbご居るo浦

して．ヒ表によつても明瞭の如く雄蟻“）方が懸蛾よりもX秘1照射の影轡大なるもの、如くであ

る。

　2．性比
　i次ぎに前期の如く照t3・J’せる獺より得たる卵を材料とし翌年度マ菰置期に於て此の卵よ1，上炎の

如く鰐化せ・し醐兇300頸宛貢1曹育し、瓢齢初期に於て雌左f【この挫比を1調査なした。飼育せ顧1頗1：1

齢rl！、3齢中v5齢中、2－3齢lp、ll艮育Φの各々照射甑及び標7111τ　菰にしてその結勾1を示覗ごぱ次

の如くであるo
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以上の如く獄兇照射穐はで1朔しも雌多く牛、「」に2．3胸貸照射1・螂付近のものの雌雄比3：1に近く非常

に興味ある結果を見たのであるが斯かる少藪の費験にて之を塘察するは遺憾であるが幼虫の3

齢痔代は恰も生殖細胞の分裂、増殖の初期にして翻兇の外槻的には障轡少なきも生殖細胞に封

するX一線の影響大なるものにして殊に性染色休にf吋等かの影響を與ふるものでないかと渚嬢

することが1｛1來るQ仙し本試験に於ては滅鱗数多き故に此¢）減鑓中に萄〔1があるのでないかとの

疑もあるが然し今假に此の減罵撒全部を雄と假定しても3齢及2－3齢照射麗等に於’ごは朔か

に猫雌の多きを認める鮎よりして、前記の考察は認定せらるべきものと思ふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　1v．要　　結

　i家獄卵の催冑噂代、幼嶽時代にX線を照射せる結果は從來多くの墨蔚のせる域績と大繋

なく喉だ全齢を通じて照射せるもの及醐1澱期に照射せるものは外槻的に租々ド章害を被ると1見

る。殊に“hlg　budの如泄唯暫殖分裂時代にある糸ll1胞の影騨が大なる様である、而して上蓮の結

果より見るなれば稚瀬期に於けるX一線の影轡は外槻的には障警なきが如きも雌雄の性比に於

て著しく雌の多き事は生殖細胞の分裂ま曾殖に何等かの響影を及ぼす爲めなりと考へられる。3く

輔期に於けるX線の虫我の交雑試験に於ては明らかに1，｝独の方が之の照射の影響を被る。本調

査を報告するに當り本校敏授佐藤（春）』i尊士及山日助教授の御敦葡ミを得・たる事多し、舷に深遊の

謝意を表す。

　　　　　　　　　（昭和九年十一一・・■月’i卜一L－　rf上田餌綜專門脳校内談言舌會にて譲む）


